
                      　 日本国憲法における 人権保障に関する 次の記述のう ち妥当なのはどれか。

１ ． 基本的人権は， 天皇から の恩恵と し て， 国民に与えら れたも のである 。

２ ． 国は， 法律の根拠があれば， 基本的人権に対し ていかなる 制限を加える こ と も 許

さ れる 。

３ ． 国民は， 基本的人権を濫用し てはなら ず， 常に公共の福祉のために利用する 責任

を負う 。

４ ． 基本的人権は個人の権利である から ， 会社など の法人には保障さ れない。

５ ． 基本的人権が私人同士の間で侵害さ れた場合， 裁判所は， 憲法の基本的人権の規

定のいずれについても ， 私人間の関係に直接適用し て紛争を解決する 。



                           　 次のこ と わざ・ 成句のう ち， 意味が妥当なのはど れか。

１ ．  瓢   箪 から 駒： 思いも よ ら ないこ と が現実に起こ る こ と 。
ひょ う  たん

２ ． 魚心あれば水心： 互いに近く にいながら ， 心が離れてし ま っている こ と 。

３ ．  藪 をつついて蛇を出す： 身に災いが及ぶ前に， 災いの元を取り 除く 。
やぶ

４ ． 尻馬に乗る ： 弱い立場にある 人の味方になる 。

５ ． 二匹目の 泥鰌 を狙う ： こ れま で誰も 用いなかった方法によ って， 大き な成果を得
どじ ょ う

よ う と する 。



                     Ａ ～Ｇ の７ 人が写真撮影のためにカメ ラ の方を向いて横一列に並んだ。 次の

こ と が分かっている と き ， 確実に言える のはど れか。

・ Ａ はＢ よ り も 左におり ， 間には４ 人いた。

・ Ｃ と Ｄ は隣り 合っていた。

・ Ｃ と Ｆ の間には２ 人いた。

・ Ｄ と Ｅ の間には３ 人いた。

１ ． Ａ と Ｄ の間には１ 人いた。

２ ． Ａ と Ｆ は隣り 合っていた。

３ ． Ｂ と Ｃ は隣り 合っていた。

４ ． Ｂ と Ｇ の間には１ 人いた。

５ ． Ｃ と Ｇ の間には１ 人いた。


